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1960年代後半の横須賀市博物館における民俗資料所在調査

一石渡友吉氏の活動からー

瀬川渉＊ 長谷川明香＊＊

Investigation of the location of old Japanese articles for everyday used at the 

Yokosuka City Museum in the late 1960s 

Wataru SEGAWA Haruka HASEGAWA 

This article describes a research of old Japanese articles for everyday use conducted by the 

Yokosuka City Museum in the late 1960s with the cooperation of Mr. Tomokichi Ishiwata. 

During the period of rapid economic growth,he visited 252 homes and reported the articles at 

homes to the museum. We would like to thank Mr. Tomokichi Ishiwata, the Yokosuka City Museum 

was able to collect folklore implements even though there was no curator in charge of folklore. His 

research records of the changes in people's lives at that time. 

はじめに

横須賀市博物館の歴史は、ペリー来航から 100年を記念して博物館構想が発表された

1953年にまで遡る。翌年の 1954年には、博物館法の登録博物館として横須賀市久里浜の地

に横須賀市博物館として開館した（前年に開館したペリー記念館を発展的解消）。 1970年に

は現所在地である横須賀市深田台に自然科学部門が移転し、人文科学部門は久里浜に残り

久里浜分室と改称した。その後、 1983年に久里浜分室を廃止して、横須賀市自然博物館と

横須賀市人文博物館を現所在地に設置し、通常用いる表記を横須賀市自然・人文博物館と

した。

小稿では、開館して約 10年から 15年が経過した時期における市内各地の民俗資料所在

調査について述べる。この時期は、民俗学担当の学芸員だけでなく、人文科学系の学芸員

は配置されていなかった。そのような状況で大きな役割を果たしたのが、小稿で取り上げ

る石渡友吉氏である。

＊横須賀市自然・人文博物館 Yokosuka City Museum, Yokosuka, 238-0016 Japan 

＊＊駒澤大学大学院人文科学研究科歴史学専攻

原稿受付 2023年 1月 30日 横須賀市博物館業績第 781号
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1. 1960年代後半の横須賀市

1950年に逗子町が分離し現在とほぼ同じ市域となって 1以降、 1950年の国勢調査では

250,533人、 1955年の国勢調査では 279,132人、 1960年の国勢調査では 287,309人、 1965

年の国勢調査では 317,411人、 1970年の国勢調査では 347,576人、 1975年の国勢調査では

389,557人というように、人口は増加の一途をたどる。これは高度経済成長期における大都

市圏の人口増加であり、それにあわせて横須賀市内でも住宅地の開発や道路の開設などが

官民挙げて進んだ。 1967年 2月 15日発行の『広報よこすか』第 206号には「宅地造成と都

市再開発に努力 市営住宅は 2,367戸を建設」という記事が、市嘗住宅や造成地などを示

した横須賀市域図とともに掲載されている。同年 10月 1日発行の『広報よこすか』第 214

号には「横須賀・横浜線など 37路線 新しい街路網計画決まる」と題し、住宅地だけでな

く都市計画道路も整備が進められ、新しい都市に生まれ変わる機運に満ちた様子が読み取

れる。その一方で、今まで都市化が進んでいなかった地域にとっては劇的な変化が訪れて

いた2。生まれも育ちも横須賀市野比のA. T氏は「県道 212号線（通称海岸道路）ができ

てから野比では地引網ができなくなった」と話すように、新住民の流入やその受け皿であ

る住宅地造成や道路整備により、今まで生業や祭礼の要所であった山や道が改変されてし

まった。それは、農機具などの民俗資料も同様で、畑や庭を宅地にするなどして物置や蔵

を取り壊す場合もあったと思われる。また当然のことながら、高度経済成長期は電化製品

が普及し日常生活の道具が変化した時期でもあった。

2 横須賀市博物館と石渡友吉

横須賀市博物館と石渡友吉氏との関係について、『横須賀市博物館雑報 12号』に「民俗

資料の蒐集」と題して、以下の文が掲載されている。

生活の「近代化」は、日常の什器家具類から家屋の構造、間取りまで大きく変換

させ、それに加えて、各種の電気器具が、どんどんとり入れられるため、とり残

され、使い旧された生活用具は邪魔物扱いをされて、次々と姿を消して行く傾向

が強い。これは、特に農、山、漁村などで顕著であって、本館では、はやくから、

このような失われ行く民俗資料の蒐集と保存に努力してきたが、昨年来、良き協

力者を得て、一段と拍車が加わるようになった。すなわち、市内舟倉町在住の石

渡友吉翁が、それで、翁は、永いこと郵便配達の仕事をなさって、地理に明る＜、

しかも、地元の人とて、多くの人々に深い面識があるので、本館が民俗資料の蒐

集に務めていることを知るや、御自分の経験を生かして、適切な案内やアドバイ

スを下さり、自らも、広く町内を廻り歩いては、各種の農漁具、什器類から旧い

蓄音器、切手、古銭のたぐいまで発見紹介なさり、所有者を説得しては、本館に

ご寄贈下さるまでにして下さっている。また、本館の浅葉幸蔵氏も、野比の旧家
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の出身で、長らく小学校々長の職にあったので、地元の事情に精通しており、石

渡氏と提携して資料の収集に務めているので、ここ一年来、本館所蔵の民俗資料

は、格段の増加をみて、すでに収納の場所を心配しなければならないほどになっ

ている。民俗資料は、展示の方法がなかなかむずかしいので、収納した資料は、

目下のところ、大切に保管しているが将来、三浦半島の典型的な農家をそっくり

入手移築して、その中へでも展示しようという構想はもっている。（横須賀市博物

館 1967)

ここに記されているように、石渡友吉氏は横須賀市博物館のために、ボランティアで民

俗資料の所在調査や博物館への寄贈を所有者に打診していたのである。この時に、博物館

と石渡友吉氏とがやり取りをした手紙や葉書、メモ書きが博物館に残されている。小稿で

は、その内容から石渡友吉氏の訪間先と訪問日、訪問先で所在が確認された民俗資料を表

にまとめた。なお、石渡友吉氏の記録で不明な箇所は「不明」と表記または空欄としてい

る。また、資料名などは石渡友吉氏が表記どおりに掲載しているため、実際には不明なも

のもふくまれている。原蔵者名や住所は葉書やメモに記録されているものが多いが、小稿

では記号で表記し実名は伏せて、住所は大字までの表記にしている 30

【民俗資料所在調査先】

エリア記号 調査地・収集地 原蔵者記号 調査日・収集日 資料 数量

A-1 1969 5 14 
長家門

おかご
A 秋谷

A-2 1969.5.14 長家門

A-3 1969.5.14 長家門

B-1 ［資料不明〕

B-2 1969. 5 14 長家門

書類箱

書類

布財布

麻の着物

彰功録本 1 
戦時中郵便はがき 4 

古紙幣

漁業用かんさつ

馬の飾り一部

B-3 長持

柳コウリ（大小） 2 

つづら

B 芦名
つのたる用天秤棒

夏帽子

机

タバコボシ

タワラアミ用器具

蔵の雨とよ

蔵の雨とよ金具

ジザイカギ

窯

歯 4 
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B-4 田ナラシ
ローソク台

長持
カロウト

B-5 田ナフシ
B-6 1969 5 14 長家門

杵 2 
鉄器 1 

C 阿部倉町 C-1 
マンガ 1 
牛の鞍 4 

カラウスロンボウ
自在鍵 2 
荷車 1 

ビンボウトクリ 2 

投網用重り
瀬戸式弁当箱

D-1 
ゴトク

簾網用道具
鉄カマ

瀬戸式タバコボシ
箱枕

かもじ
D-2 水カメ 1 

ヒノシ

タバコ入
長火鉢

D-3 
フヅキ

箱サのマクラ

茶釜
芸音機タネ板

本

真鍮の鏡

右油ランプ
ヒノシ

ローソク立
琵火鉢

1升マス
鉄ビン

茶釜
D-4 蓄音機タネ板

箱枕
鉄ポー

タバコボシ
古本

トミ
オシギリ

牛の道具
火事用サシコ 頭巾付き

荷車 1 

カイバオケ
銭箱
1斗升

セイロ 2 

オハチ
飯オケ

糸車
ロクロ

D 池田町 母界鉄造地図
醜亥宅地地図

ムシロアミキ
弓張

タバコボシ
ゼン 1 

瀬戸物

アイロン

ヤキ板

イ竹タ製チ箱取

ヤ立
竹製米サシ

D-5 
竹製カネトヨ

古本
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ベト箔
不明 1 
皿 2 
椀 4 

1967 1 22PM カゴ 1 
火鉢 1 

屋根のトヨ 1 
1967.3.25 フンプ 1 
1967. 3 25 瀬戸製コネハチ 1 
1967.3.25 キビショ 1 
1967. 3 25 水筒 1 

1967 3.25/4.2/4.5 木製ズイコシポンプ
1967 3 25 木製タイ

1967 4. 2/4. 5 イ不舟
アルミニューム水筒 1 

ムシロオリ機
コウジモオコス

カナ箱
弓張チョウチン

ヤタチ
石バン
ひのし

D-6 1967. 1. 22PM 藁うち石 1 
ス（ママ）ボ 1 

時計 1 
D-7 1967 1. l 7PM 火鉢 1 

タバコボシ 25 
D-8 〔i 料不明〕
D-9 〔;::料不明〕
D-10 げ料不明］
D-11 臼料不明〕
E-1 〔i 料不明〕

E 右"-'戸= E-2 ながやもん
圧幸六目

E-3 
糸車

F 上町 F-1 ［資料不明〕

G 大楠荻野
G-1 

号不明〕
G-2 不明〕
H-1 明治即後の屏風
H-2 〔資料不明〕

H 大田和 H-3 ［資料不明〕
H-4 ［資料不明］
H-5 1969. 5 14 長家門

1967 2 4PM はきもの 2 
I-1 蓄音機

I 大津町 去租且枕 1 
I-2 1967 2.4PM フジオ

蓄音機
T 大矢部 •T -l 1969. 5. 14 長家門

アジ及びムツ釣道具
糸巻ゾクナカセ 1 
やりいか釣具 1 

ドウコ 1 
茶釜 1 

オカモチ 1 

＇一、 漁業用フンプ 1 
鉄クマデ 1 

餅米ふかし用具 1 
ところてん作り用具 1 
味噌作り用しゃもじ 1 

k-1 焦入用カゴ 1 
ワカメ切り 1 

糸車
ビク

1967.4. 3/4. 5 茶釜
シャモジ

ヘッツイ用ワレ
腰掛
トケイ
頭巾

オカモチ
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本 10 

ザル
k-2 ［資料不明〕
K-3 〔資料不明］

K-4 
矢立 2 

ラオコロシ
ヂザイカギ

カメ
K-5 ビンボウトクリ

オヒツ入れ
大カマ

K-6 〔資料不明〕
木枕
タカ

K-7 大マケス
マナヒキ 1 

ラジオ 1 

飯炊きカマ 1 

木製ローソク立 ］ 

腹掛け 1 

ウデヌキプツコトモ 1 

帽子 1 

マキヒアリ馬 1 
富笥 1 

K-8 1966. 12. 29PM 
木製ローソク台

スリバチ
瀬戸製ワサビおろし 1 

貯金箱 1 

杵 1 

箱の壊れた資料 1 

眼鏡 2 

ー合マス

さかづき
K-9 1967 4 2/4. 5 サシコ

手作り石投げツリバリ
K-10 1969 4. 15博物館持参 イワシ網用手作りアバ

プリ並タイ釣針

K-11 
蒜製ミノ 1 

板戸
舟漕ぎ用ハヨ 1 

突き網 1 

アフメ切り 1 

タコ舟 1 

工呈寿ぎ用テシロ 1 

わら帽子 1 

K-12 
アグリ用アバ 1 

箱ランプ
ウキ

カケアミ
ノヽヨ

ャットコ（クギヌキ）
スバル

メカゴ
K-13 ビク

1970 6. 6 （資料あり）

さわら釣用ツリバリ
K-14 マイワイ

糸紡ぎ用ガラガラ
小ツリバリ

K-15 イネコキ

シブウチワ

K-16 
金銭計算の資料

爆弾の破片
フケ

明治期のサシコ 1 

キヤハン 1 

1966. 12 29PM 竹製カネトヨ 1 

伐竹採木製用挽シ木きモ製用ジノカ（ヤコケ） 
1 

K-17 
2 

手だし

伐採用とび
ばんざい用具 3 
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k
 

鴨居

ムシロアミ具部品 1 

財布 2 

ワタリフクロ 1 

百千苅両ヵ箱マ
1 

1 

K-18 
萱吹き屋根道具 1 

お茶入れツボ 1 

飯カマ 1 

俵式モッコ 1 

竹製ジョウロ 1 

大エチョウナ 1 

オトミサラ 1 

糸車
ムシロアミ具

畑ならしクワ

K-19 
錨つき杵

馬力車

トオミ 1 

ムシロオリ 1 

バリキ
カイコグワ
センゴク

K-20 
鉄ナベ

焼酎カメ

せとひきヤカン
センゴク 1 

K-21 焼酎カメ 2 

パイプレンチ
k-22 ［資料不明］

はえ縄用ナワハチ

はえ縄

木挽き用みノそコ汁ギ用リシ（ャカモマジヒキト）

クギヌキ
タコ釣針

五合升の瀬戸物 3 

ビン掃除用ハケ

障子張り用ハケ

鉄カプト 1 

タバコ巻 1 

柳コウリ 1 

K-23 
シブ糸 1 

カマウケ
ツマゲ 1 

スナバチ 1 

スミツボ 1 

ハケ

ゴトク
イカ釣針 2 

お椀 2 

ドンブリ 1 

皿 1 

升
縄

カメ

長火鉢

K-24 
ドーコ釜付

ドウコ鉄瓶付

巻尺
K-25 イケス
k-26 〔資料不明〕

皮かばん
布財布

棒ハカリ

小田原チョウチン

書類
油ハカリ

皮財布
羽織紐

ゲタ

磁石
K-27 くし

中ざし
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筆入れ

さけ切り包丁
鏡

焼印

升

お茶くみ道具
チョウチン
書類入れ箱

せんつき
K-28 1969.4 15博物館持参 祝着物

オトミサラ用油スギ
トーシン

瀬戸物木臼

祝日用油ツギ
ブラ提灯一部

数珠

ランプロ金
カゴ

K-29 （ランプ）

（ランプ吊り金）
（ヒバシ）

（ビンボウトクリ）

（鉄ナベ）
（ジョレン）

（弓張）

1967 4 2/4 5 
木製ローソク立

鉄の古ナベ

醤油作り大タル 2 
柳コウリ 1 

弓張チョウチン入れ箱 2 
瀬戸物ユタンポ 1 

スカキサラ 1 
ゼン 1 

シャク 1 
短刀 1 

大タフイ
大太鼓
長火鉢

茶釜
チョウチン入れる箱

チョウチン
1969 4 15博物館持参 ひのし

K-30 ひのしこて
スミツボ

農業用温度計

• 千 --水万筒カ

はんご
しゅうのう

ナベシキ

糸巻
屋根やはさみ

大皿

石臼
金しき

金しき台

大はんま
やねすす竹

1969 4. 15博物館持参 砲丸 1 
K-31 矢立

古い銭
K-32 

重い物鯨を運のぶひ木れ製ころ
K-33 

運搬用かしの木製こぼ 1 

K-34 
せんす

ひょうたん
K-35 古本

K-36 ［資料不明］
K-37 1967. 4. 2/4. 5 上釜

ジョウゴ

マンゴク
蔀岱
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カマウケ

L 鴨居→二葉町 l」-l 茶カメ 1 / 

ロクロ一部

オンガ
樽 1 

〔チンチョ〕 1 
弓張チョウチン 2 

M 衣笠町 M-l 上かけ
イネコキ 1 

N 1 ねこあん口

N-2 長火鉢

エビス大ロロ
フヅキ 1 
手鏡 1 

N 久比里
釣見シカケ 1 

大のし 1 
N-3 釣竿 1 

1970.6.6 綱
ごろた網
6人網

戸（餅資ろ杜つく1きヽ戸朗臼〕〕

゜
久村

0 1 
0 2 
p 1 

ャリ

P-2 
［沓料不明〕

屏風

新聞
機織り

石粉しき臼

タバコボシ

P-3 火鉢

すき
わたくりロクロ
仏壇古い掛軸

弓張チョウチン

漁具
大正網

p 久里浜
地曳網

シフス取り網の袋

P-4 あみしき用太い網
積製巧き

漁業用竿

ニボシ用道具

イワシ絞り道具

p 5 
縄及〔資び料な不わ明は〕ち

p 6 漁具
袢
捺

P-7 ハンボ

書き口

フンプ
p 8 ［資料不明：
p 9 チョウケ

Q 小矢部 Q-1 年代不詳の家屋

家屋の柱

R 佐島 R 1 1969.5.14 長家門

s 佐野町 S 1 木製燈籠

T-1 よつで網

ロ ソク灯

つのタル

T-2 小田原チョウチン

ビンボウトクリ

ガフス客番カ

T 3 こいのほり用カゴ

T 4 霰出六目 多数

唐笠

唐臼
ヒョウタン
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こも

やり木

手 提 げ カ ゴ

しよいた

はいちょう

昔の机

糸巻

カゴ

T-5 まんじゅうがさ

すげかさ

稲舟

花はさみ

にくやき

T 佐原 まな板

大釜

ポンプ

おかしわ作具

灰ふるい

たまご焼

木臼

七輪

つのタル

T-6 
てんびん棒

ビンボウトクリ

酒樽穴をあけるキリ
T-7 ながやもん

T-8 
糸わらぢ

軍隊用皮カバン

T-9 農具 多数

T-10 ぼうちょう用のぞきメガネ

ビンボウトクリ

味噌つき杵

T-11 
そば切り

鉄瓶

鉄カマ

まきはだ用っち

T-12 
太子堂俸禄

おきゆまじない用道具

u 汐入 U-1 〔資料不明〕

V 逗 子市沼間
V-1 化粧台
V-2 〔資料不明］

w 武 w-1 古文書
X-1 （資料なし）

x-2 1967 2 1/2.2 （資料多数）

X-3 1967 2 1/2 2 お面

1967 4 2/4 5 俵用石臼 1 
馬鞍

x-4 1967 6. 4 杖

ワラヂ

x-5 1966 12 8 〔資料不明〕

x-6 祭 事 用 太 鼓 2 3 
x-7 さるのこしかけ

口干
糸巻

行燈

岡持

ローソク立

X-8 糸車

提灯

化粧台

お王

水ポンプ

その他不明資料2点
x-9 

な［「資資が料料や不不も明明ん］ 〕X-10 1966 12. 8 
X-11 1966 12 8 
x-12 ［資料不明〕

X-13 ［資料不明〕

X 津久井
X-14 ［資料不明〕

X-15 1966.12.8 
ハカリ

ムシロアミ
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X-16 〔資料不明］
X-17 土器
x-18 ［三資且料不明］
X-19 （ 不明］

1967 2 1/2 2 （資料不明〕
ー大型帆舟の漁舵赤青燈 2 

鉄釜 1 

1967. 4 2/4 5 トビロ

X-20 
消防用トビ 1 

大形棒ハカリ 1 
アカリ 2 
カマ 1 
針箱 2 

チョウチン
X-21 1968. 7 10 ながやもん

機織り具
長火鉢

1967 2 1/2. 2/4 2/4 5 
キセル 7 8 

X-22 弓張
蓄音機 4, 5 

ラッパ
1967 4. 2/4. 5 チョウチン 2 

1967 2 1/2 21/4 2/4. 5 辿三茜 り具一部
X-23 うち石

石製七輪

Y-1 
ゼン

ランプ
Y-2 ラジオ

Y-3 
ジザイかけ

惹うち石
Y-4 ［資長料家不門明］
Y-5 1969 5 14 
Y-6 膚且料不明］
Y-7 -〔「 Y [ 不明］
Y-8 互‘畔不明］
Y-9 〔「 寄 畔不明］
Y-10 ] 斗不明］
Y-11 1969 5 14 家門

Y-12 □カマ口
□カマ口

1966. 12 8 
蚕作り道具

糸車
機織り

船士の製舵カとマ櫓
1 

オゼン 2 
マンゴク 1 

ムシロアミ 1 

糸巻 2 

蚕カゴ 2 
古本 多数

車井戸用ツ）レベ 2 
ャリ 1 

機織り今一部分 3 
漁業用ランプ 1 

ドビレ 3 
船の帆

Y-13 魚取り用網

カジ

土釜

1967.4 2/4 5 
ドビレ

認油入れ中タル

ア櫓カリ

1967.6.4 糸車
元禄時代の書物

セリ 1 
ビンボウトクリ

アノゞ
口のウデ

ハトコゾクか 1 

絞りオケ
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ウキ 2 
手オケ 1 

ムシロオリ機
Y-14 〔資料不明〕

Y-15 馬馬の藍飾． り
y 長坂

ニボシのカゴ
Y-16 

水桶
Y-17 古い書物

壺焼きロクロ 1 
ツボ 多数

Y-18 花ツボ
ほうろく

火消ツボ 1 
木製ハナカン 1 

y-19 鉄製カク 1 
真鍮製カク 1 

針箱

Y-20 重箱
カミソリ

ゲタ
Y-21 フイゴ（カシャ）
Y-22 ながやもん

舵を指すトコ
Y-23 船のミヨシ（ヘサキ）

カジ舟の両舵用赤青のランプ
Y-24 〔資料不明〕

ながやもん
Y-25 刀

峠

舟の舵とロ 1 
鉄釜 1 

木製クマデ 1 
魚ハカリ升 1 

イワシ絞り用由形 1 
イワシ絞り用角形 1 

銭箱 1 
ニボシ用スロ 3 
木製手オケ 1 
シャモジ 1 

1967. 4. 2/4. 5 丸お盆 1 
1升ビン 1 
半合ビン 1 
ボトクリ 1 

Y-26 戦争時の水箇 1 
ヨーハチ 1 
ゴトク 1 
火鉢 1 

魚入箱 1 
カゴ 1 

塩辛入れ小タル 1 
焼酎カメ

魚ひろい出しカゴ
ツJレベ 2 

ニボシのアゲズ 3 
バンダイ

カマ
水桶

焼i肘カメ
z 長沢 Z-1 「資 i斗不明］

a 長瀬 a-1 戸奇‘斗不明7
b 西浦賀 b-1 人形

囲炉襄用マツコ

馬用大タライ

ご飯入ハンダイ

c-1 1966, 12 17 
ビク

瀬戸式ヤカン
噸戸式コップ

瀬ぃ製小ローソク立て 1 
勲章 2 
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c-2 〔沓料不明〕

タバコボシ
c-3 1967 1 15PM ビンボウトクリ

枕台 2 

C 根 岸 町
足袋 1 

c-4 1967 1 15PM 弓張チョウチン 2 
ビンボウトクリ 1 

c-5 1967 2 4PM タバコ入りキセル及びキセル 1 
c-6 〔資料不明〕

木製ヒバチ
畑作用フヅキ

車井戸用木製ツルベノケ

1966 12 17 
大豆こき用道具

c-7 1升マス 1 

柳^ラコンープノヽ
1 

大トミ
スダレオミ機

d-1 
1970. 6 6 手繰り網

わかめ入れ大カゴ

竹製ジザイカギ 1 
井戸車 1 

1966 12 31PM 車井戸用木製ツルベ 1 

d-2 
地曳網用コシヒモ 1 

盲餅つき杵 1-

製ミノ

オケ
セイロ

d-3 
土かまど

薪割
1966.12.8 ランプ 2 

牛の鞍

タコツボ
イワシカゴ

田をすかす道具

カサ
フヅキ用ゲタ

d-4 
田植道具
網用のノ

ゴトク（半分）
馬のチョウチン

鉄ナベ
1967 4 2/4 5 ウシ道具 1 

オンガ
マシガ
トリザラ 2 

d-5 
農業舟用の藁と製こミノ 2 
田植用ムシロ 1 

木製すくいタマ 1 

d-6 1967 4 2/4 5 -
カゴ

マツコ

手繰り網
1970.6 6 地引き網

こだらし網（イワシ取り用）

糸紡ぎ用ツム 2 
オラカサ 1 
タコ釣 1 
浮タル 1 

d-7 手カギ 1 
舟の出し入れ用シフ 1 

舟漕ぎ用踏み台 1 

舟のヒラ
フンマエ

まんじうカサ

d-8 
たてつぼ

ついたて

［ ］かけ
防空頭巾

戦争時の履物 2 

d-9 
田植用ミノ 1 
房総カゴ 1 
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マンジュウカサ 1 
スヂカサ 1 

d-10 ［資料不明〕
d-1 1 網

茶カマ 1 
竹製シャク 1 

一人用オハチ 1 
鉄ヒバチ 1 

ビンボウトクリ 1 
水取り用資料 1 

竹製シャモジカケ 1 

1966 12 31PM 
カンテラ 1 

ムギブチ台 1 
弓張用箱 1 

足つきゼン 1 
漁業用枕箱 1 

d-12 祝用木製酒付 1 
漁業大漁時の晴れ着 1 

祝時使用タルハンブトモ 1 
田植用ミノ 1 

車井戸 2 
トミ 2 

1967 4 2/4 5 
唐笠

カンテラ
家柱

漁業用のぞきめがね

みつがさねのおさがつき
枕箱

アカトリ
ムシロオリ一部

まんじうカサ 1 
d-13 着物かけ 1 

箱枕 1 
d-14 農業用水入れカイオケ

d-15 農具
カイオケ

中形フィゴ 1 
d-16 そう桐小箱 1 

1967 4. 2/4 5 農業用フヅキ 1 
1967 3 20/4. 2/4 5 精米臼機械 1 

1967 4 2/4 5 畳半畳 1 
モチ焼 1 

麦わら帽子 1 
防空頭巾 1 
粉引機械 1 
トケイ

d-17 小ダンス

スキ
フイゴ
火鉢

一升マス

オケ
魚一斗オケ

オボシ
手繰り網

d-18 こまし引網

ななめ網
d-19 手繰り網

車井戸
トルベ

ビク

車井戸木製ツルベ 2 
手カギ 1 

生聟カゴ 1 
イワシ魚絞り用道具

井戸ワルベ

1967 4 2/4 5 ウチカギ
棒ハカリ

1970 6 6 
手繰り網

d-20 糸車

魚入用カゴ 2 
焼版 1 
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d
 

野比

スバル作り用部品
海中用メガネ 2 

火消し用ハッピ
銭箱

大カゴ
カゴ（ボプー）

パイスケ（カゴ）
大ザル

鉄製井戸車
ワカメ取り
網モッコ
てんびん棒

1967 4 2/4. 5 口のウデ
はえ縄用イカリ

オハチ入
ウキ
帽子

船漕ぎ用ハヨ 1 
d-21 糸巻 1 

網かけスバル 1 

ななf〗な悶なめ〗網!はり

りき
オモリ
アバ 2 

イカリ
石D

d-22 ［資料不明〕
1970.6.6 カサゴ取り用網

はねつるべ
d-23 糸車

だいこんばあみ
6人網
笛枕 1 
唐笠 1 

木ト綿ー｛ ミ／ン見本 1 
ワタ見本 1 

イロリマツコ
d-24 オモリ

マッコウ
元結
マゲ

カモジ

ア下ガ丁ラ― 

d-25 
床屋の置物

予マクラ 1 
ぎオケ 1 

1966 12.31PM 
洗面用オケ 1 
タバコボシ 1 
木製井戸車 1 
網作用道具 1 

d-26 舟のすべり
セビ

すりコギ

ア下九バ木目リ
5 

［ ］ドウ
チョウダフイ 1 

食縄長器網モ用用チカ箱具ゴ

d-27 唐笠
魚イケビク

縄鍋
ナワナエ
米櫃

d-28 浮タル
網引き石

1967 4 2/4. 5 
糸紡ぎ用糸車

オハチ入
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d-29 網作り用網巻 1 
オハチ掛け 1 

醤油づくり醤油モミ 1 
d-30 〔資料不明］

サシ
d-31 ロクロ

糸車
ロクロ

弓張

ムシロアミ
糸車

行燈
クワ

d-32 箪筍
1966. 12 30PM 足つきゼン

屏風 6 
タルカケカギ付タルをかけるもの

古本

畳付桐下駄 1 
ひな人形 2 
ワフゾウリ 1 

d-33 1966 12 30PM 火事用手ツコサシコト
タバコ入

d-34 1966 12 8 ムシロアミ

1斗升

藁製オハチ入 1 

d-35 
1966 12 30PM 生箸用ビクのふた 2 

サシワタシ 1 
明治期のビクのふた

1970 6 6 アグリ網用舟
車井戸庫

d-36 
1966. 12 30PM タバコ入

古本
キンツバヤキ 1 
しよいビク

ぼうちょう用のぞきメガネ
タバコ入れ
ムシロオリ

d-37 火事箱力

マッコウ

オバメ
うでぬき

火事頭巾

油絞り用具 1 
醤油絞りタル

d-38 1967 4 2/4 5 芋焼鍋
酒入れビン
パンカキ

手紡ぎ車

イカリ

d-39 
イモコキ

ナト
カゴ

ナタ

1966 12 3QPM 
火鉢用ドウコ半分

ムシロアミ道具一部分
d-40 あぐり舟オショクリ

古い櫓 2 
6人網

d-41 トアミ
餅つき用石臼 1 

d-42 1966 12. 31PM 
針箱 1 

鏡 1 
水カメ 1 

d-43 1966. 12 31PM 〔資料不明］
船の帆掛け

帆
ゲタ

セビ付
グミ引具

d-44 イワシ絞りセイロ

石臼
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糸紡ぎ車
イロリマツコ

ツバノミ 2 
スバル

d-45 大工用砥石
d-46 1967.4.2/4 5 農具

舟コギロウプ
d-47 竹製管物用イカリ

帆かけ用〔らちまし］
d-48 鎧カプト
d-49 

な（資が料や多も数ん） 

オシギリ
カゴ

1967.4. 2/4. 5 肥料入タル
帆掛け用セビ
すくいタマ

トクリ 1 
ながやもん
馬道具

1966. 12. 30PM/1967.4.2/4 5 タワフアミ道具

d-50 芋きり道具
鎧カプト

モンザ精米
ナワナエキ

縄網キ
オンガ（畑用）

千石
オンガ（大小） 2 

マンガ
相魚コキ
ワフプチ
しる＜ち

d-60 アカリ
鉄製イカリ

帆掛け用ウチマシロの腕具
lタイロク］

〔ショウロク〕
［スイロクJ

ノヽモ 1 
クフヤマ 3 

d-70 ムシロオリ機
アプミ
〔予行シ］ 3 
ノリグフ
夕プゴ 1 

［グンアン〕
〔ジョウアン〕
lじんのあ］ 2 

e-1 ［資料不明〕
1970 6 6 はえ縄用なわはち

e-2 えば用わら小たば 1 
e 走水 糸紡ぎ用ガフガフ 1 

鯛などの釣りえさ 2 3 
e-3 ビンボウトクリ 6 
e-4 ［資料不明〕

f 東浦賀 f-1 のほり
トウミ

g-l オンガ
カナゴケg 平作

クワ

g-2 ビンボウトクリ 2 
粉ヒキ

h 二葉町 h-1 〔資料不明〕
甘酒釜

橡

サオカケ
はえ縄用サオカケ

i-1 口掲容器
漁具ナリナ弓用ハフガフ

サオツリ用不オコシ

-29 -



バリホーキ（ホーヅル）

漁業用縄作り具
ろっかけんの紐

1 舟倉
i-2 棒ハカリ

イノモノ 1 1967.1.17PM 
名称不明ツボ 1 

i-3 大セトサフ 1 

カ〔資大イ料ハサ王切ラ明り〕

1 

1967.l 17PM 
杵

i-4 臼
机
押切

i-5 ［資` 葬不明〕
l ー浦市城ケ島 i-1 ［資‘料不明〕

明治初 耕の瀬戸物

職人用腹掛け

k-1 小箱
銅製火取りジュウノウト

k 三春町
商人用角帯

商人用前掛け

k-2 lつくづ〕
カジャ道具

k-3 1967 2.4PM プングサ取り 1 
あさり掻き 1 

長モチ
l-l 

1967.2 4PM カヤ
天日干し

針箱 1 
1-2 1967.l 17PM 田モモヒキ 1 

カンザシ
米箱

屋根の卑瓦 1 

1-3 鉄カマ 1 
1967 4 2/4 5 人力足踏み用水車

石臼

1 吉井
大一サオケ

ヂイカギ 1 
フヅキ 1 

うなぎ・どじょう取り 1 
竹製糸車 1 

攣 1 
1 

l-4 フッパ 1 
魚すくい 1 

すくいタマ 1 
オトミサフ

木製ローソク台

真シ鍮ュ製チロ石ー用ソ部ク分台

m-l 大八車
ムシロ作り道具
焦預け用カケド 1 

m-2 タモ
魚掛け用カケド 1 

タモ
水桶 2 

m-3 石臼 1 
オケ 2 
矢立 1 

m-4 キセル
［フオコロシ｀l

m-5 (2 3点の畜料）

m 不明 一斗オケ
井戸ツルベ

rn-6 ウキダル
イケスのふた

味噌炊き
タバコ入

m-7 1966 12. 16 水カメ
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m-8 

二
〗
―
〗
―
〗
_
〗

1969.5.14 
1969.5.14 

1969.5.14 

漁業用舟造り用鉄釘・銅釘
船大工用いてつ製砥右

由自
戻六

由自
威六

二
三
長家門

3. 小括

表に示したとおり、石渡友吉氏の民俗資料所在調査では、 1966年から 1970年までの間

に、 252軒を訪ねていた。同じ家に何回も足を運んでいる場合もあるので、実際の訪問回数

は更に多い。調査地域としては、石渡友吉氏が暮らす舟倉に近い野比と鴨居が多いが横須

賀市北部を除く市域を対象としていることが分かった。石渡友吉氏が所在を確認した民俗

資料がどれほど博物館へ寄贈されたか正確な数字は不明であるが、雑報 12号にもあるよう

に多くの資料が寄贈されたと思われる。開館初期の博物館において、民俗担当学芸員もい

ないなか民俗資料の収集が果たせたのは、石渡友吉氏の所在調査があったからこそであっ

た。

また、所在を確認した民俗資料は多岐にわたり、石渡友吉氏が何を指し示しているのか

不明な資料もあった。学芸員や研究者ではない石渡友吉氏であり、民俗資料の定義もなさ

れていないであろう所在調査であったから当然ではあるが、一方で当時は専門家の間では

民俗資料として扱われないであろうラジオや蓄音機、土器なども書き示していた。おそら

く、石渡友吉氏が所在を確認した物品は、訪間先で捨てられそうなもの、世の中の変化に

よって消えゆくものとして認識されたものであったと考えられる。今回取り上げた民俗資

料所在調査は、博物館の資料収集活動の一端としての価値だけでなく、高度経済成長期と

いう生活の変化を捉える記録としての価値もあると考えられる。小稿では、石渡友吉氏と

博物館との手紙・葉書・メモ等のやり取りをもとに所在調査先を表にまとめ報告した。横

須賀市における高度経済成長期の生活変化の記録としての側面を検討する作業は別稿に譲

りたし‘。

引用文献

『横須賀市博物館雑報』 12号 1967年

横須賀市『広報よこすか』第 206号 1967 

横須賀市『広報よこすか』第 214号 1967年

1埋立等により横須賀市の面積は 1950年と比べ現在は微増している。

2 横須賀市では、横須賀製鉄所開設以降の近代化都市化によって、追浜•田浦・逸見・汐入•本庁

地域の都市化は早くから進んでいた。

3調査地名は五十音順に並べ、アルファベットの大文字・小文字をその記号として対応するようにあ

てた。原蔵者記号もそれに対応している。例えば、 A-1は秋谷在住の方である。原則として、資料
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名が判別できないものなどは〔資料不明〕とし、文字は読めるが意味が不明なものは〔 〕のなか

に判別できた文字を記載している。また、石渡友吉氏の表記のままとした。
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